２００８年度  第３３回 東北地区大学サッカ－リーグ戦における

試合運営上の諸注意

1、 会場設営（１時間前には全て完了のこと）

（1） グランド

· ゴールネットはしっかり張られているか、

· コ－ナ－フラッグは立てられているか、

· 正確にラインを引いているかなど。

（2） 本部・更衣室

· 試合会場の適切な場所に本部席を設置すること。

· 審判更衣室の準備が可能な会場は、準備する。

· 選手更衣室の準備が可能な会場は、準備する。

（3） ベンチ

· ホーム又はホーム扱いのチームは、ピッチに向かって左側のベンチとする。

・　ベンチの人数は交代選手７名、スタッフ５名の計１２名までとする。

· ベンチは、１チ－ムにつき１２名分を用意する。

· 当該試合の主審の要請があれば、テクニカルエリアを適用することができる。その際、第４の審判を準備するかどうかは、審判と打ち合わせを行う。第４の審判を準備する場合は、主管校が行う。但し、第４の審判について、審判料は発生しない。また第４の審判は、有資格者が望ましいが、チームによっては有資格者がいない場合もあるので、主審と協議の上決定する。

この場合は、特定された座席部から両横に１メ－トル、前方タッチラインから
１メ－トルの範囲とし、明確にするためにマーキングする。またテクニカルエ
リアに入ることのできる者は、競技会規定に従って試合開始前に特定される。

（4） 大会使用球、ボールボーイ、担架

・　各チ－ムに送付された大会使用球を必ず使用すること。

· 会場の適切な位置（ベンチサイド２名、バックサイド３～４名、ゴール裏２～３名を目安とする）にボールボーイを配置する。主管校の人数が不足する場合は、当該チームの協力を仰ぐ。

· マルチボール方式の適用は、行わない。

· 担架を１台又は２台準備し、あわせて担架要員を４名から８名配置する。これも主管校の人数が不足する場合は、当該チームの協力を仰ぐ。

2、 本部業務・スケジュール（試合前）

（1） 審判団到着後、審判団と試合運営及び競技方法、ル－ル等の確認などを打ち合わせ（選手交替のウォ－ミングアップの場所、テクニカルエリアの設置など）を必ず行う。

（２）本部受付

・　各チームは、試合開始７５分前に本部にてメンバー表と交替用紙を受け取る。

（３）マッチミーティング

・　試合開始６０分前に行う。

· 出席者は、審判、各チーム代表者、本部・主管校とする。

· 本部・主管校へ両チームのメンバ－用紙と選手証（写真付）を提出する。

· 各チ－ムともユニホ－ムは正副用意し、審判のユニホーム確認を受ける。紛ら

わしい場合は、前年度リーグ戦上位チームを優先する。最終的には審判の指示に従うこと。

　　　・　試合運営上の諸注意を確認する。

・　試合スケジュールの確認を行う。（試合前整列、試合時間、インターバル等）

· ピッチ内使用時間、アップ（試合中のアップも含む）場所等を確認すること。

· ボールボーイ、担架要員、記録員の確認を行う。

（5） ピッチの確認

　・マッチミーティング終了後、本部・主管校は、審判とともにピッチの確認を行う。

（6） 選手証の確認

・　本部・主管校は、選手証と本人の確認照合をし、試合終了後両チ－ムに返却す

る。

· 選手証は写真つきの選手証コピ－を持って代用できるものとする。したがって各

  チ－ムはチ－ム全員分の選手証コピ－を常に持参すること。

＊ただし、平成２０年度日本サッカー協会加盟登録票のコピーと身分を証明するもの（学生証・運転免許証など）の顔写真で照合することにより、代用できることとする。
・　確認が終了したら、記入済みのメンバー用紙を審判、各チームに配布する。審判には、審判報告書・重要事項報告書を配布する。

＊選手証に疑義が生じた場合、本部・主管校と審判団で協議する。

＊大学連盟の判断を仰ぐ必要性が生じた場合は、すみやかに、委員長（松原）又は副委員長（鎌田）に連絡する。

3、 本部業務・スケジュール（試合中）

（1） 記録

　・　本部記録員は、本部・主管校、対戦チーム各１名で構成する。

· 試合の流れに沿って正確に記録をつける。

　　（２）　怪我等の対処

· 大怪我が発生した場合は、直ちに該当チ－ムの責任者と相談し、救急車等の必

要の有無を協議する。必要な場合は、本部が手配を行う。その後の措置は各チ

－ムの責任とする。

　　（３）選手交替

· 選手交替は本部で行い、ポイント、レガ－ス、名前、番号を確認する。

・　主審に交替する大学名、アウトの選手番号、インの選手番号を順に告げる。

· 選手証、あるいは代用の写真付き選手証コピ－のない選手は試合出場を認めない。

（4） インタ－バル（ハ－フタイムを含む）

· 後半開始時刻は、試合開始指定時刻の１時間後とする。但し、試合開始遅延時
間と前半ロスタイムの合計が５分以上の場合、試合開始遅延時間と前半ロスタイ
ムの合計から５分差し引いた時間分、後半開始時刻を遅らせる。
4、 本部業務・スケジュール（試合終了後）

（1） 記録等について

　・　審判より審判報告書を受け取ること。

・　審判と記録用紙の確認を必ず行う（記録用紙には得点者、アシスト者、警告者、

  　　退場者などを正確に記入）。確認後、主審から記入用紙の右上の余白にサインを

  　　もらうこと。

・　審判に審判費（主審5,000円、副審3,000円×２名分）を封筒に入れて手渡し

し、受領書に記入してもらう。選手権大会では決勝ト－ナメントから第四審判

2,000円が追加される。

・　試合終了後、事務局へ試合結果と警告・退場の有無を連絡すること。携帯への

メールが望ましい。

電話連絡の場合　　松原（携帯）　０９０－３３６６－２２８２

携帯メールの場合　松原（携帯）mido6kozu5-kayo9sato12@docomo.ne.jp

· 試合終了後、審判報告書・記録用紙を郵送（速達）にて、事務局まで送付する

こと。

      送付先：〒９８１－３１０５

                宮城県仙台市泉区天神沢２－１－１

               　東北学院大学教養学部東北地区大学サッカー連盟   松原　悟  気付

 　（２）退場者（警告２枚の退場を除く）が出た場合の処置

　　　・　退場者（警告２枚の退場を除く）が出た場合、本部・主管校は、審判、該当チ

ーム責任者（場合によっては対象選手）に事実確認を行い、審判報告書と審判

報告書（重要事項）を直ちに、松原までFAX（０２２－３７７－００８７）す

ること。

　　　＊FAX送信の際は、番号非通知では送信できないので注意すること。

＊その際、該当チーム責任者、対象選手には、後日東北サッカー協会規律委員会か

らの通達があることを告知する。

　　（３）会場の撤収

　・　各会場管理者の指示に従い、使用した施設の原状回復を行う。

· 選手更衣室の原状回復は、使用したチームが責任を持って行い、終了後、本部・主管校に報告する。尚、ゴミ等は持ち帰りとする。

5、 その他

（１）悪天候時の対応

・　悪天候時に使用できない会場は、事前に予備グランドを確認する。

· 悪天候によりグランドを変更する場合は、主管校が大学連盟、大会審判長と開催県副審判長及び各チ－ム連絡先に電話連絡をする。

【大会審判長、副審判長の電話番号】

  大会審判長        東　北    平塚　釟郎    ０２２－５９５－９１１９

  大会副審判長      青森県    伊藤　力喜雄  ０１７－８４３－１８９１

　　　　　　　　　　岩手県    佐藤　隆彦　　０１９－６４７－１２００

　　　　　　　　　　秋田県　　夏井　正彦　　０１８－８３４－９０３５

                    宮城県    武田　幸信　　０２２５－８３－５３２３

                    山形県    花谷　長任    ０２３－３２２－７０２７

                    福島県    北郷  光宏    ０２４６－６３－９８７６

（２）　本部・主管校は、適切な運営が行えるよう、審判団の指示に従い協力する。

（３）　各チームは、本部・主管校の運営に協力する。

（４）　記録用紙、メンバ－表、交替用紙について

・　６月２７日の大学委員会総会において、選手権を含めて２年分配布する。

（5） 審判報告書、審判報告書（重要事項）、審判費受領書は、３月配布のCDにある
ので、必要部数を各チームで準備すること。
（特記事項）

（1） 天皇杯全国大会出場チームについて

天皇杯全国大会を優先し、東北地区大学リーグの該当試合を延期する。延期された試合については、原則として、１部リーグ最終節前までに消化するよう、該当両チーム、連盟事務局にて協議して、日程調整を行う。

（2） 国体本大会に出場する選手を有する場合について

国体本大会に出場する成年選抜に選手を輩出するチームより、東北地区大学リーグ該当試合延期の申し出があった場合は、これを考慮する。原則として、１部リーグ最終節前までに消化するよう、該当両チーム、連盟事務局にて協議して、日程調整を行う。

　

